
関係部会における（仮称）北海道こども計画素案たたき台へのご意見

No 部会 該当項 ご意見

1 こども家庭支援 107項

・ひとり親家庭に対する医療費助成について、親の医療費も対象となっている自治体もある。札幌市も、非課税世帯は親の

通院医療費も対象となった。制度が拡充され「今まではどんなに具合が悪くても我慢していたが、早い段階で受診すること

ができて重症化せずにすんだ」と喜ぶ声も聞いている。親の健康はこどもの生活に直結する。大きな予算が必要だと思う

が、道としても拡充についてぜひ検討していただきたい。

2 こども家庭支援 97項

・教育支援に関連して、高校授業料の無償化は、共同親権の場合、収入を合算すると文科省が回答している。養育費を若干

受け取っていることを理由に収入合算になり、その結果私立高校への通学を諦めるようなことにならないように、この場合

は各学校に任せますという判断もあるようですが、諦めるようなことにならないようにしていただきたい。

・今後ガイドライン出てくると思うが、道としてどうするのか。個々に盛り込むのは難しいかもしれないけれども、検討し

ていただきたい。

3 こども家庭支援 102項
・保護者に対する就労支援について、道のひとり親の８割以上は就労していますが、収入が低い。「③就労の機会の確保」

に、もう少し踏み込んだ取組を入れていただきたい。就労はしていても、生活が苦しいという方が多い。

4 こども家庭支援 95項 ・母子家庭等就業・自立支援センターの認知度が低い。実際に行っている支援制度も含めて、周知してはいかがか。

5 こども家庭支援 95項
・養育費に対する相談支援について、こども家庭庁は、弁護士への成功報酬の一部を支払う等の具体的な支援制度も作って

いる。相談だけではなく、支援制度も盛り込んでいただけたらと思う。

6 こども家庭支援 貧困全般 ・保護者の方の実情に応じた対応を考える必要があるのではないか。

7 こども家庭支援 貧困全般
・具体的なお金の措置がないと進まないのは重々承知であり、国に要望するということも幾つか出ているから苦しいと思う

が、計画に文言が入っていると、後々それを問うことができるため、いろいろなことを盛り込むことが重要だと思う。

8 こども家庭支援 94項
・相談支援は、相談につながらない世帯に対して待っているだけではなく、情報発信していくことが必要。来れる人は来る

が、来れない人への発信を加える必要があるのではないか。

9 こども家庭支援 96項

・教育支援は、就学支援の活用は、各自治体の情報発信の差によって利用率が変わることがいろいろな調査結果で出ている

ため、きちんとした情報発信を。高校教育の就学支援新制度ができているため、この数年に出てきた制度を情報発信すると

いうことを盛り込んではどうか。

10 こども家庭支援 96項
・質の高い幼児教育や保育の確保の項目にまず出てくるのが家庭教育となると、幼児教育や保育は家庭教育でということに

取られかねないため、並べ方に工夫が必要。

11 こども家庭支援 97項

・法律の文言などをそのまま使っている箇所があるため、保護者の方やお子さんがどう思うのかと思う表現がある。「自立

助長に効果的な場合に（生保）」は、自立助長に効果的じゃないと高校に行ってはいけないのかとか、社会において優位な

人材として活動するため」は、優位な人材にならないといけないのかとか、こどもが読んだときに辛くなるのではないか。

人の尊厳に配慮した表現に変えてもよいのではないかと思う。

参考資料２
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No 部会 該当項 ご意見

12 こども家庭支援 その他

・地域でPTAの活動に不参加の保護者が増え、学校との関係が薄くなっている。その代表例が、学校の役員をやりたがらな

い親が増えている。このような前提があるのに、学校と地域がどうやって連携をするのかが触れられていない。計画が悪い

ということではなく、もう少しきちんとお話を聞いた方が良い。

13 こども家庭支援 その他

・過疎化が進んで地域力が低下しているのに、誰がてこ入れするのか。地域は無理。仕事もなければ人もいない。税金を納

める方が流出している中で、地域に何を求めるのか。これを明快にして、どのように道がてこ入れするのか。相談していた

だきたい。

14 こども家庭支援 その他

・道の責任ではないが、働けど身にならない。貧困の基準は、年収250万円前後だと思うが、働けど身にならないというこ

とは、いろいろと補助が出る。こどもたちにお金をかけることが悪いとは思っていないが、出ていく補助は税金からまか

なっている。税金も使い方によっては限界がある。予算はどうなっているのか。予算を明確にしなければ、計画倒れになっ

てしまうのではないか。計画や内容が立派でも、途中で破綻することがあるため、考え方をきちんと持つことが必要。

15 こども家庭支援 119項

・施設にいると分かることだが、こどもの特性に合わせずして、統一的な考え方をすればどうなるのかが示されていない。

こどもの特性に合わせて、居場所も作られる。特徴的なお子さんが非常に多い。

今のお子さんは、養護施設の入所時点でほぼゲームを持参してくる。時間制限をしなければ何時間でもやるため、ルールを

設けているが、このような状況の中でこどもの特性抜きにして、計画がうまく進むのか。老婆心ではあるが、その辺も入れ

ていただければ。

16 こども家庭支援 その他

・例えば、今のお子さんは携帯を持っている。施設でも持たせているが、いまの保護者は小学生や中学生でも持たせようと

する。その料金は保護者が払うことになる。生活費を切り詰めて払う方もいる。なんでもかんでもOKにはならない。この

ような現状も考えて、計画に反映していただきたい。

17 こども家庭支援 113項

・両親ともに働かなければ、こどもの面倒をみれない家庭が非常に多い。児童虐待防止対策でも謳われているが、24時間体

制で誰が面倒を見れるのか。

・24時間体制の中でこどもの面倒を見れるところはあるのか。職員の教育をしたり、児相職員の教育をしても間に合わな

い。人手が足りないが、それにも触れていない。根底が守られてこそ遂行されるもので、立派な計画が出てきても根底が改

善されない限り、なぜ悩んだのかという話にしかならない。親会とも相談していただきたい。

18 こども家庭支援 13項

・13ページ、SNSのトラブルについて。全道の学校を回って情報モラル教育をしているが、各学校の先生たちからSNSのト

ラブル以上にネットやスマホ、ゲームの長時間使用、依存傾向であるということが課題であると伺っている。

・また、精神科の医師からは、過去5年間でゲーム等の依存による強制入院が20名近くいた。取り上げようとすると包丁を

持ちだして、警察介入しているという。北海道は、他県と比較しても非常にこの依存傾向が進んでいると思われる。

・長時間使用による心身への影響、こどものウェルビーイングに悪影響を及ぼしているというところが書き込まれていない

ため、ぜひ入れてもらいたい。

19 こども家庭支援 102項
・就労支援について、収入が上がると支援が打ち切られる。一生懸命働くと児童扶養手当などの支援が受けられなくなるた

め、大変だという話があった。
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No 部会 該当項 ご意見

20 こども家庭支援 89項
・学校教育の関係で、学校と保護者の関係について他の委員から意見があったが、コミュニティスクールの活動を通して保

護者から聞いた意見を学校につなぐなど、学校と保護者の橋渡しもしている。

21 こども家庭支援 105項 ・ひとり親の貧困は、寡婦の貧困にもつながってしまう。

22 こども家庭支援 94項

・市町村計画の策定について、道の計画を市町村計画にどのように盛り込んでいくか頭を悩ませているところ。

・まず、相談支援の中で、北海道の計画なので、例えばひとり親家庭への相談体制はどうしても振興局単位の相談になる

が、母子父子自立支援員は市町村にも支援員がいるということを道の計画にも盛り込んでいただきたい。

23 こども家庭支援 94項
・身近な母子父子自立支援員の資質向上が非常に大切であるため、道のセンターも含めて、記載していただきたい。生活支

援のところで、母子父子自立支援員の育成があるが、相談支援の中にも位置づけてほしい。

24 こども家庭支援 全体 ・こども若者、青年などの言葉の整理が必要

25 こども家庭支援 139項

・指標の中に「こどもの貧困対策推進計画を策定した市町村数」とあるが、これかは、多くの市町村が個別計画ではなく、

大きなこども計画を策定するということになると思われるため、「市町村こども計画の策定」という方が、これからの市町

村が目指すべき方向に合致するのではないか。

26 こども家庭支援 その他
・計画を作ることは大事だと思うが、どこまで実施できるのか。運用していく中で、その都度、見直しができれば良いので

はないかと思う。使いやすい計画として、見直しをしていけたら良いのではないか。

27 こども・子育て支援 74項

・多くのこどもは学校が居場所になっているが、学校に行くことができない不登校のこどもたちの居場所が非常に重要にな

る。他の部会で不登校のこどもの対策を審議し、計画に盛り込んでいくと思うが、この部分は他の施策部分と重なっても良

いので、こどもの居場所づくりのなかにも、不登校のこどもを入れたほうが良いと思う。

28 こども・子育て支援 83項

・保育士といった個人に対する研修が多いと思うが、今後、質の向上を図る上で、業界団体等と連携した研修の実施等は想

定しているのだろうか。今や、保育所、幼稚園、認定こども園や、小規模、認可外といった種別に分けて研修をやるような

時代ではない。

・私の大学がある恵庭市では、そうした垣根を超えて、企業主導型も院内保育所も市内のあらゆる教育・保育の関係者が集

まり、一つの団体をつくったが、これは非常に新しい取組である。

・今まではそれぞれが各研修を実施し、参加者も少なかったが、一つの団体をつくったことで、団体が研修を企画・実施

し、市がその予算を出すという連携で実施したところ、参加者が大幅に増加した。

・業界団体等と連携することで、かなり効果的な研修が実施でき、質の向上にも寄与すると思うので、もし可能であれば、

こうしたことを視野に入れて計画を策定していただきたい。
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29 こども・子育て支援 75項

・幼児期までは教育と保育が一体的だが、小学校に上がると、今は学校でも働き方改革があるため、教育機能に特化し、福

祉的機能が外に出されてしまう。この部分の役割は、こども家庭センターかもしれないし、児童発達や放課後児童クラブか

もしれない。

・学校は正規の職員、専任の職員がしっかりと配置され、安定しているが、放課後児童クラブは、やはり職員体制が脆弱で

ある。

・給与などを含め、こうした課題感は、道だけで解決できるものではなく、国の運営費の単価などもあると思うが、クラブ

の状況等を踏まえ、道としてもしっかり取り組んでいただきたい。

30 こども・子育て支援 74項

・公園もこどもたちの居場所となっている。こどもの成長には豊かな体験が必要だが、北海道は、所得格差、経済格差が、

そのまま体験格差になると言われている。

・北海道は自然豊かな環境でありながら、公園や遊び場の確保に関する記載が少なく、とても寂しい。こども家庭庁資料に

は、プレーパーク、冒険遊び的なものがあったりするので、北海道ならではというところで、関係部会にも伝えてもらいた

い。

31 こども・子育て支援 93項

・不育症の言葉の定義は、流産あるいは死産が２回以上ある状態。治療への支援は大事だが、２回繰り返してからの支援で

はなく、１回であっても辛い思いをされた方に対してしっかりとサポートできる体制があると良い。１回でも流産を経験さ

れた方は、色々な部分で不安感などを抱えており、大変辛い思いをされている。

・また、出生前診断なども進んでいる中で、妊婦さんが困った時に手を差し伸べてくれる場所、わかりやすい部署があると

良いと、産婦人科医としてはいつも思っている。

32 こども・子育て支援 92項

・里帰りされている方たちの多くは、里帰り先の自治体で産後ケアを利用できていないという現状がある。産後ケア事業は

市町村が予算を組んで事業を行っているので、対象としていないところもあると思う。

・里帰りしたからといって産婦の精神的な落ち込みがないということではないため、産後ケア体制の充実として、里帰りさ

れている方々が里帰り先の自治体でも産後ケアを受けられるように、ぜひとも体制整備していただきたい。

33 こども・子育て支援 その他

・親子関係の形成が難しくなってきている方が本当に増えている。イライラしてこどもを叩いてしまいそうといった方たち

が毎日のように来られる状況から、子育てを学ばなければいけない時代がきたのではないかと感じている。

・育児を親個人の力量に任せるのではなく、産後の体調のことや育児方法などを伝えていく必要がある。産後ケア事業の実

施市町村数が169市町村となっているが、親子関係形成支援事業が25市町村となっており、少し寂しい。親子関係形成支援

に関する取組は、とても急がれているのではないかと思う。

34 こども・子育て支援 81項

・国や道では、認定こども園への移行を進めていると思うが、市町村によっては、なかなか移行や新設は認めないというと

ころがあると、ちらほら聞いている。

・財政的な問題や既存の公立保育所の需要を維持したいなど、もしかしたら、そういう意向もあるのかもしれないが、なか

なか進んでいかない。

・認定こども園の整備に向けて、道内各市町村で足並みが揃わない状況を聞くことがあるが、道の対策・対応などがあれ

ば、ぜひ聞かせていただきたい。
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No 部会 該当項 ご意見

35 こども・子育て支援 その他

・私の地域でも不登校のこどもが増えているが、待ったなしの状態だったため、個人的にお寺とタッグを組んで、町の栄養

士さんを呼び、保護者を集めて栄養指導をやったり、茶話会をやったり、毎月色々なことをやっているが、親子関係形成支

援は、本当に今すごく必要な事業だと感じている。

・保護者も難しい状態になってきており、悩んでいることを言えない人たちが増えている。求めている保護者の方々がおそ

らく多くいると思うので、道からも手厚く発信するなど、親子関係の形成支援に関する取組を進めていただきたい。

・市町村数といった数値的なところではなく、こうした事業や取組がもっともっと増えて、こどもや保護者に届いたらいい

なという希望を持っているので、よろしくお願いしたい。

36 こども・子育て支援 92項

・母子保健という言葉から「お母さんとこども」ということはよくわかるが、やはり昨今の状況から、父親支援についても

何かしら盛り込んでいく必要があるのではないかと思う。

・産後うつは母親だけではない。実際にうちの地域子育て支援拠点にきている保護者の方で、父親も産後うつを抱えてい

らっしゃる家庭がいる。こうしたことを踏まえ、もう少し父親支援というところについても、何かしらの文言を入れ込んで

いただきたい。

37 こども・子育て支援 92項

・産後ケア事業の実績値で、165市町村もあるんだなと思ってみていたが、生後１年未満のこども（乳児）が対象となって

いるが、家事支援など幅広い支援を求めている家庭もあるのではないかと思う。産後ケアの中身について、もう少しニーズ

に即したものになるよう、道として考え方を広げても良いと思う。

・例えば、月齢の進んだこどもには、保育士などが関わっていけるようにするなど、家事支援なども含めて、これから色々

と考えてもらえればと思う。

38 こども・子育て支援 92項

・市外、道外の方、外国籍の方などが、一時的に戻ってきた際に、拠点を利用できないという現状がある。私のところの拠

点は、誰でもウェルカムだが、市町村によっては、その地域に住民票のある親子しか事業対象にしていないというところが

ある。

・先ほど、里帰り出産であっても、必要な方が誰でも産後ケア事業を利用できるようにという意見があったが、拠点の利用

についても同様に、道から市町村に働き掛けをしていただきたい。

39 こども・子育て支援 74項

・前回の部会終了後にお話をさせていただいたものがしっかり反映されている印象。特に21ページの内容が、こども家庭庁

の居場所づくり指針などを参考にしながら、道もこどもの権利というものを計画に盛り込んでくれたことがわかるので、新

たな意見はない。

40 こども・子育て支援 74項
・感想になるが、実際に具体的に、どういったものを、どうやっていくのかといったところは、計画本文でみえないが、方

向性としては良いのではないかとポジティブに捉えている。

41 障がい児支援 全体

・障がいのあるこどもと家族の支援について　細かく全体を網羅している計画だと思います。

・児童発達支援センター

→市町村中核こども発達支援センターの整備と中核の役割、障がい児入所施設の協議の場など新たな児童福祉法改正のこと

が盛り込まれていて良いと思います。

42 障がい児支援 53項 ・23行目　「インクルージョンの推進」を加えては、いかがでしょうか。
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43 障がい児支援 108項
・21行目　インクルージョンの推進とありますが、109ページ9～15行目の文言のなかに、インクルージョンの推進のため

にということを入れて施策の方向性を強調しては、いかがでしょうか。

44 障がい児支援 107,110項

・107ページ28、110ページ19、健康診査について、それ以降の社会的障壁にならないようにと国連からの勧告もでていま

す。

・早期の発見とケアは、必要ですが、こどもという視点をもち、単なる振り分けにならないように寄り添い型の支援が求め

られると思います。

45 障がい児支援 110項
・20行目　早期発見に務めるとともに、支援につながるよう子育てをする親の思いに寄り添いつつ、支援という視点を大切

に、乳幼児健康審査の充実に努めるなど。としては、いかがでしょうか。

46 障がい児支援 72項

・質問事項として以下の内容について確認させてください。

〇計画素案（たたき台）　第４（仮称）「北海道こども計画」策定の考え方で　P72上段に記載されています、「社会的養

育推進計画の基本的な考え方」の「社会的養育推進計画」の枠にある取組内容の中で、⑪障害児入所施設における支援　の

項目が今回の計画素案（たたき台）で追加記載されましたが、同ページ下段の「社会的養育の全体像」の社会的養護の段に

は追加記載されないのでしょうか？

47 障がい児支援 構成

【ご質問】

・１）第２回障がい児支援部会資料１ー３において、私からの質問・要望に対し、「少子化条例とこども施策を総合的に推

進することを目的とした新条例は統合しないこととしました」とありました。

今回お送りいただいた「（仮称）北海道こども計画＜調整中＞」１頁最後の行では、「なお、今次計画では、関係する施策

に横串を通すことで、より効果的・効率的な実施につながるよう、上記３つの計画を束ねて一つの計画とします」と記載が

あります。

と言うことは、

「「条例」を束ねることはしないが、「計画」については束ねて一元化することにした」という理解であっていますでしょ

うか。

48 障がい児支援 構成

【ご意見】

・１）上記ご質問１）の理解が正しいとすると、既存の３つの計画やその他の関連する計画を盛り込み、必要に応じて新た

な部分を追加し網羅したものが今回の計画だと捉えました。

網羅的であることは素晴らしいと考えますが、一方で計画の羅列に見え、それぞれの計画の役割や相互の関連、全体像がわ

かりづらいと感じました。図などがあるとわかりやすいと考えます。ご検討いただけますと幸いです。
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49 障がい児支援 構成

・２）上記ご質問１）の理解が正しいとすると、これまでの各計画において指標とされていたものが、今回の計画でも残る

かたちで指標として記載されているのだと捉えました。

　そうしたときに、現状、それぞれの指標がなぜ今回指標としてピックアップされているのかについて、元の計画部分で多

少の説明はありますが、ピックアップされていないその他の指標については、いつ指標として測定されることになるのかと

いうことや、ピックアップする指標の優先順位をどのようにつけたのか、また、全体的にどのように順番に指標を取り上げ

ていく予定なのか、ということなど、計画の全体像とピックアップされている指標との関係や、今後の段取り、また進捗管

理の方法が見えづらいと感じました。

　つまり、書いてあるだけで、測定されたり、クローズアップされたり、振り返られることはない計画もあるのだろうかと

言う懸念です。

　以上から、それぞれの指標を優先的に選んだ理由や、その他の項目の今後の取り扱われ方について具体的な記載があると

よいと考えました。

（例：前回第２回会議でも話題になった点ですが、例えば「教育や福祉の質の向上」についての記載が計画にありますが、

それがいつ頃どのような指標としてピックアップされるのか、はたまた計画には書いてあるものの具体的に測定される予定

はないのか、など、計画が具体的に実行され測定されるまでの見通しを知りたいと感じたということです）

ご検討いただけますと幸いです。

50 障がい児支援 構成
・３）「横串」「一元化」など各施策の有機的連動は重要と考えますが、一方で各計画に対する責任の所在が不明瞭になる

ことを心配に感じました。各施策について主な所管窓口を記載してはいかがでしょうか。ご検討いただけますと幸いです。

51 障がい児支援 128項

４）128頁に振興局が担うべき役割が記載されています。現状致し方ない部分も多分にあると考えますが、振興局の動き方

の差（個人差）は大きいとよく耳にします。本庁、振興局、基礎自治体の役割分担がわかるような図や、振興局が参加する

会議のリストなどがあると振興局が担うべき役割が見える化しわかりやすいと考えましたがいかがでしょうか。ご検討いた

だけますと幸いです。

52 障がい児支援 91項

・「妊娠前から妊娠期幼児期までの切れ目のない保健・医療の確保」におきまして、母子保健サービス推進体制の整備、相

談体制の整備、産後ケア体制の充実、総合周産期母子医療センターおよび地域周産期母子医療センター等の整備について記

載されていますが、上記の項目について母子保健支援のスペシャリストである助産師の確保について全く記載されていませ

ん産婦人科医の確保整備だけでは、目的を達成するには不十分であり、広く母子支援を担う助産師の確保整備についても明

記いただきたい。

53 障がい児支援 43項 ・20行目　発達障がい児に対する～発達障がい児等に対する　若しくは、発達に心配のある児に対する

54 障がい児支援 107項 ・22行目　⑮以降、拝読しました。この通りになればよいな！という感想です。
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55 障がい児支援 110項
・20行目　早期に発見するというよりも、どの時点でも気になった時に、相談しやすい環境づくりが大切では？と思いま

す。（感想です）

56 障がい児支援 110項 ・16行目　障がい者歯科協力医　→　障がい者歯科医療協力医・歯科衛生士へ

57 障がい児支援 112項 ・17行目　教育支援計画　→　「個別の教育支援計画」へ

58 障がい児支援 111項 ・32行目　ほかにも何カ所か“個別の教育支援計画”の言及があるが、「」付けへ

59 障がい児支援 112項
・28行目　幼児と児童への支援の接続が趣旨ではないので、ライフステージに対応させ易く、26行目の「推進する」で分離

してはどうか。

60 障がい児支援 107項

・24行目　小項目（経済的支援と質の高い支援の提供）について、例えば（障害のあるこどもを持つ家庭への経済的支援）

とし、p104-22～23行目の児扶手のように特別児童扶養手当を説明し、また、各種の医療費の減免（自立支援医療、自治体

の医療費減免の例示）、難病医療費助成、控除などを簡易に並べて「・・・周知に努めます」を追補してはどうか。

・次いで、序盤から（…質の高い支援の提供）とはせず、p107-28行目～p112-8行目の4つの項目を下記のように再編し、

説明文をライフステージの順に記述するスタイルにしてはどうか。

　a. 障がいの早期発見・早期支援　←　不安に応える早期発見支援を身近に行き届かせる

　b. 地域における障がい児支援体制の強化　←　支援の基盤・インフラ整備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中核は、児童発達支援センターと市町村中核こども発達支援センター。ライフ

ステージ順のラストは「障害者就業・生活支援センター」）

　c. 専門的支援が必要な障がい児への支援の強化　←　医療的ケアと難聴児対策

　d. ライフステージの進行や地域生活移行等に向けた切れ目のない支援

　e. 家族支援の充実　　　　　　　←　ペアレントメンターの養成と有機的連携

　f. 質の高い支援の提供　　　　　←　人材育成、専門性の向上（研修の実施）

   g. 広域の協力調整　　　　　　　←　市町村や圏域の資源や専門性のニーズをカバー

   h. 組織分野を横断する連携調整　←　医療、福祉、教育の連携強化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （とくに重層的な支援体制を推進）

61 障がい児支援 112-113項
・12行目～説明内容が多岐にわたっている。P113-4～23行目については小項目名を、例えば（障がい児の教育環境整備の

推進）にして、分けてはどうか。

8 / 14 ページ



No 部会 該当項 ご意見

62 障がい児支援
障がい児関

係全般

① 発達の不安や課題、障がいをもつこどもたちの相談や対応は年々増加しています。保育園や学校、相談事業所、通所支援

事業所、子育て支援サービスなど様々な場面で、こどもへの支援、家族支援について、低年齢化し複雑化しており、関係機

関との連携が重要であると感じています。計画において盛り込まれておりますので、さらなる充実強化に期待しています。

② 通所支援サービスの親のニーズと事業所の受け入れ体制の調整、事業所の開設の増加などによる質の確保について、市と

してどのように関わっていくのかが課題です。

③ 法の児童発達支援センターと道の市町村中核子ども発達支援センターの役割・機能の整理（共有）が、設置の促進には必

要であると思います。

④ 現在、市のこども計画を作成している過程で、気づいた点です。

・障がい児支援については、「第1期ほっかいどう障がい福祉プラン」からの抜粋し整合性を図っていると思うのですが、

文言の一部を削除し簡潔にしたことで、意図が通じにくいのではないかと思う点があります。

　　　　・掲載する箇所を変えたほうが良いのではないかと思う点があります。

　　　　・経済的支援が「特別児童扶養手当」のみであり、家族支援に含めてよいのではないでしょうか。経済的支援を残

すのであれば、税控除や利用料減免などさまざまありますが、そこまで「こども計画」に掲載が必要なのかとも思います。

63 障がい児支援 全体
・本計画は「こども」と標記しているため、関連法、事業上「子ども」と記載しなければならない場合は法律名や事業名に

「　　」入れて全体として　こどもで統一していくと読みやすさがでるのではないかと思いました。

64 障がい児支援 108項
・11行目　早期に発達の遅れや偏りに気づき支援につなげるため、を、早期に発達の遅れや偏りに気づき、支援につなげる

ため、とすると、気づきから支援への方向性が文にもあらわれると思いました。

65 障がい児支援 109項

・（専門的支援が必要な障がい児への支援強化）視覚障害についても、早期支援体制についての明記があるとよいかと思い

ました。

・参考として、近年、３歳児検診のなかに、スポットビジョンスクリーナを採用する事例が増えていること。

・また、全道の盲学校（視覚支援学校）においても、相談・支援を学齢を問わず実施しており、早期からの相談支援は重要

との認識でおります。

66 障がい児支援 112項
・交流及び共同学習について、交流及び共同学習の意義・目的として、交流＝相互のふれあいを通じて豊かな人間性を育む

ことを目的とする交流の側面。共同学習＝教科等のねらいの達成を目的とする共同学習の側面　この２つを分かちがたい

67 こども措置審査 その他

68 こども措置審査 114項

・ 措置審査部会では、虐待事案を話し合うので、虐待予防が大切だと思います。

その意味で市町村のこども家庭支援体制、児童家庭支援センターの役割の強化、家庭支援事業が盛り込まれているのは、良

いと思いました。

・114ページ22などにある虐待のリスクは、妊娠期からあり、０日虐待が１番多いので、ここへの取り組みの強化は、重要

と考えます。
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69 こども措置審査 113項

全体的に、支援という言葉は、ありつつ、早期発見、把握が強い印象ですので、

114ページ32

「虐待リスクのある家庭は、【子育ての困り感が高いことが多いため、】早期把握や支援を行います。」【】の部分を加え

ては、いかがでしょうか。

70 こども措置審査 115項
・被措置児童虐待予防の取り組みとして、里親、ファミリーホーム、一時保護所、社会的養護施設の虐待予防研修等、取り

組みの記載も必要なのではないでしょうか。

71 次世代成育 その他

・将来的にこども計画を初めて読むことになる人々（道民）にとってのわかりやすさを考えましたときに、以下の意見を述

べたいと考えます。こども計画自体が「こどもまんなか」になっているのかが、「こどもまんなか社会」の実現に期待し、

関与・寄与したいと考える人々にとっては重点かと思います。

72 次世代成育 1項

・最後の２行　「3つの計画を束ねて一つの計画とします」とあります。「束ねる」の意味合いがつかみきれません。単純

にまとめただけの計画ではないと思います。「横串を通す」とありますが、横串が何で、どういう機能を持つのかを示して

いただければと思います。

73 次世代成育 5項

・第１-１　計画策定の趣旨「第２　こどもを取り巻く現状」

・「１　少子化の現状や要因」

・こどもまんなかのこどもは、ひとりずつ生きた人です。こどもを取り巻く現状の最初に「少子化」を持ってこなくともよ

いのではないかと思います。今生きているこどもを取り巻く現状と考えたときに、少子化ではなく、たとえば「こどもの貧

困」や「ヤングケアラー」、「自殺」「虐待」ではないかと思います。

・親による体罰のことは記されていましたが、教師による体罰や、教職員による性暴力についての記載が見当たりませんで

した。どこかに記されることを願います。

74 次世代成育 13項

・「2 　青少年を取り巻く環境の現状と課題」

　少年非行の状況から書き始めていますが、いじめ、不登校が先のほうが良いように思います。SNS起因のトラブルなど被

害者側になってしまうことを強調するのであれば、なおさら少年非行から始めなくとよいと思います。せめて、被害が先で

しょうか。
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75 次世代成育 32項

・「第３　これまでの計画に基づく取組と評価」

・この位置に、この分量のものを置く必要はないように思います。それぞれの計画の取組と評価を全体総括したものを記す

ことにとどめたほうが良いと考えます。３つの計画については「第１-１」で書かれていることで、十分のようにも思いま

す。

・後続の「第4（仮称）「北海道子ども計画」策定の考え方」に、直接つながるものだけでよいのではないかと思います。

・表現は適当ではありませんが、参考資料扱いでも良い気がいたします。

76 次世代成育 73項

・「第4（仮称）「北海道こども計画」策定の考え方　３ 目標達成に向けた基本的な方針」

・基本的な方針のもとに書かれている各取組について各取組が、（こども計画の）基本的な方針および計画の基本目標と、

対応していることが明確になるような表現に変える、統一したほうが良いと考えます。「３つの計画」と同じ記述が目立ち

ます。たとえば、それぞれの計画の目標が、こども計画の目標と必ずしも一致するわけではありません。取組の目的も、異

なります。

77 次世代成育 132項

・「第５　計画推進のための取組と指標の設定　１（仮称）北海道こども計画の施策目標と取組」

〇施策の方向性と具体的な取組の対応（呼応）

　具体的な取組は、第4で記されています。そこでも感じたことですが、ここで書くことにします。

・基本方針Ⅱ　「こどもや若者、子育て当事者の視点を尊重し、その意見を聴き、対話しながら、共に進めていく」

施策の方向性②は方針と方向性、そして取組が呼応していると思います。

・他方、③、④、⑤は基本方針Ⅱのもとに置かれていることに違和感を覚えます。具体的な取組内容を見ても、基本方針Ⅱ

に基づいたものであることが、伝わってきません。らば③～⑤は、基本方針Ⅲに位置づけたほうが良いと考えます。

・基本方針ⅠとⅡは、こども主体、こどもと対話しながらということで、こどもがメインです。Ⅲはこどもを「支援する」

ことがメインです。（わかりやすく、こどもや若者、子育て当事者をくくって、こどもと書きました。）基本方針、方向

性、取組の対応がとれていたほうが、読み手としては理解しやすくなります。

78 次世代成育 14項 ・北海道のデータは、今後掲載されるのだと思います。認知率や解消率などは掲載しないのでしょうか。

79 次世代成育 15項
・6行目　「伸び率」という言葉は、通常は良い意味合いを含むように思います。別の言葉に置き替えたほうが良い気がし

ます。

80 次世代成育 17項 ・9-10行目　 %部分の数値は、2021年数値ではないかと。

81 次世代成育 26項 ・4行目　「自覚が乏しいこと」→「自覚しにくいこと」乏しいという言葉を避けた方がよいのでは。

82 次世代成育 26項 ・8行目　実態調査の対象、回答数の記載があったほうが良いかと。

83 次世代成育 28項 ・2行目　夫婦について書いてありますが、独身者については載せないのでしょうか。

84 次世代成育 29項 ・8行目の下表　理想のこどもを　→　理想のこども数を

85 次世代成育 32項
・3行目　「～みんなで応援する」ステージ　（このステージはライフステージとは言わないと思います）

・4行目　4つのライフステージ　→　3つのライフステージ
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86 次世代成育 85項

・9行目　9  臨床心理士　→　公認心理師等

・臨床心理士に限定する必要はないと思います。心理職の国家資格である公認心理師を基準としたほうがよろしいではない

かと思います。

87 次世代成育 85項
・18行目　ゲーム等への過度な依存過度でなければ依存が良しとも読めます。ゲーム等への依存というよりは、ゲーム等に

スマートフォン等を長時間使用することのほうが、食事や睡眠時間に影響があるのではないかと考えます。

88 次世代成育 86項
・2-3行目　「～国際的な視野を持った人材育成するための環境整備」は、当該基本方針、施策の方向性との対応がとれて

いないと思います。上で書いたことの一例です。人材育成するための…というのは目的違いとも読めます。

89 次世代成育 88項

・33行目　若い世代から　　別の表現が適当かと。

・望ましい勤労観や職業観  　別の表現や概念が適当かと。

・キャリアパス形成など、キャリア教育は違う発想で進んでいると思います。

90 次世代成育 89項 ・1行目　いきなり生徒になります。「こども」で置き替えられるところはそのほうが良いと思います。

91 次世代成育 89項 ・4-5行目　P86 2-3行目と同じ印象。

92 次世代成育 96項 ・9行目　学校における教育支援　→　学校における相談支援（？）

93 次世代成育 96項
・14行目   臨床心理士などの　→　公認心理師などの

　　　　   公認心理師はスクールカウンセラーの任用資格のトップに位置づけられています。

94 次世代成育 110項 ・20行目　務める　→　努める（？）

95 次世代成育 122項 ・32-35行目　こども計画に沿った表現へと変更を願います。「こどもまんなか社会の実現」が伝わるように。

96 次世代成育 その他

※多岐にわたる内容なので、ざっくりとした内容を記します（意見というより感想です）。

（１）地域とのかかわり

「豊かな人間関係」の中で、「地域で共に暮らす」、「安心して健やかに成長できる」地域社会の実現。地域にある子ども

関連の組織に頑張ってもらい地域力（資源）を生かす。

（２）想像力を育む

豊かな未来を描く力（想像する力）、未来を切り拓く力を育む。これは子どもの権利であり、自分で思い描くことで自身を

見つめ、「自分らしさ」が形成される。そのためには環境づくりが必要

（３）こどもの医療

医療機関との連携、医療に関する子どもの相談について記述が少ないのが気になりました。
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97 次世代成育 指標

・特に、高校の立場からは、既存の「青少年健全育成基本計画」等との違いを明確にすることにより、よりよい計画となる

のではと思います。

・取り上げられている目標指標も、「北海道教育推進計画」など関係部署の取組指標の引用で既存のもののように見受けら

れます。「ヤングケアラー」が新たらしく加わるものであるならば、それを明確に示し、新たな目標指標を示す必要がある

ように感じます。（どこかに示されているのであればすみません。）

98 社会的養育支援
社会的擁護

全般
・新しい児童福祉法や、児童の権利、アドボケイト、里親支援センターなどが細かく盛り込まれていると思います。

99 社会的養育支援 115項 ・30行目　質問：意見表明支援員は、一時保護、施設だけではなく、里子もふくまれますか？

100 社会的養育支援 116項
・24行目　妊産婦の支援から、はじまるのは、虐待予防でも大切な取り組みの記載は、良かったですが、ここは、具体的に

妊産婦生活支援事業との記載は、難しいでしょうか。

101 社会的養育支援 117項 ・18行目　里親のあとに、実際一時保護の子どもを受け入れしやすいファミリーホームと入れて頂くといいと思います。

102 社会的養育支援 その他 ・質問：一時保護専用施設の整備は、ありますでしょうか。

103 社会的養育支援 118項 ・21行目　ファミリーホームの職員ではありますが、家庭養護にこだわり、養育者、補助者と記載していただきたいです。

104 社会的養育支援 16項

・様々な要因が複雑に関わっている場合が多い不登校、生命・安全の危機、孤独・孤立12 の顕在化である自殺といった重

大な課題に対しても、引き続き、未然防止に向けた道徳教育や人権に関する教育、情報モラル教育等の充実と早期の対応が

不可欠です。の個所ですが道徳教育の問題でしょうか。知識をつけることは第1歩ですが、個人の力のみではどうすること

もできないので、家庭の力が低下していることの着目した、家族全体を支える視点が必要だと考えます。その意味でp77、5

行目、不登校子どもへのを不登校の子どもと家族への、がいいと思います。

105 社会的養育支援 78項
・父親の育児への積極的参加の促進は、参加などという消極的な表現より、育児するのは当たり前というニュアンスの方が

よいと思いました。父親の育児役割の意識の醸成、などいかがでしょうか。

106 社会的養育支援 85項

○相談体制の整備

・こどもの基礎を培う重要な時期である幼児期における子育てに関して、臨床心理士による電話相談や面接相談など、専門

的な立場からのアドバイス等が提供できる相談体制の充実を図ります。の中に、子育ての方法を学ぶ機会の保証なども入れ

ていただきたく思います。

107 社会的養育支援 91項 ・母子保健のサービスの推進体制の整備に、早期からの父親へのアプローチ推進を入れてほしいです。

108 社会的養育支援 113項

・児童虐待防止対策と社会的養護の推進及びヤングケアラーへの支援

児童虐待とヤングケラーが横並びなことに違和感がありました。ヤングケアラーはここの見出しに必要ですか？p120に別項

にあるので。
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109 社会的養育支援 71項

・「（仮称）北海道こども計画＜調整中＞」中、P71「（３）『都道府県社会的養育推進計画』に定めることとされている

事項」の記載がありますが、全体にとけ込んでおり、既存計画が新計画でどのように評価され、位置づけされているのか分

かりません。大変、お手数ですが、新旧対照表のようなものでお示しいただけませんか？

・また、同P71記載の最後尾の「○○」は、どのような文言が入るのかお教えください。

※計画書のボリュームがあり過ぎて、隅々までチェックできませんでした。

110 社会的養育支援 73項

・現場職員は、現時点においても、十分に多忙であると思います。現場の負担（業務）を増やすことで、目標達成を目指す

ことには反対です。

・対応する現場職員の人数を増やす

・外部委託する

・人員要求が通らないのであれば、不要な業務を減らす

という方向を確認していただきたいです。

・例えば、73頁以下の基本方針の中で、①子どもの権利の普及啓発や情報発信、学習機会の確保を教職員が担うのであれ

ば、その準備に時間が割かれる結果、④いじめ防止の対応が手薄になるのは、当然かと思います。

人又は予算（外部委託含め）を確保するということが重要だと思います。

111 社会的養育支援 その他

・支援が拡充されるのであれば、利用を希望する者に支援が届く方法（支援を知る方法）を充実していただきたいです。

・例えば、Googleで「北海道　子育て支援」と検索し、最上位にヒットしたポータルサイト「ハグクム」とかでは、施設が

わかっても、使い方とかどのような支援内容とかは、すぐには確認できませんでした。

・利用者が支援にアクセスしやすい方法が充実すると良いかと思いました。
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